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２００３－０４国際ロータリーテーマ　　　　“手を貸そう　Ｌｅｎｄ　ａ　Ｈａｎｄ”　
ＲＩ会長　ジョナサンＢ．マジィアベ
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会長挨拶
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会長　　小林　操
こんにちは、月曜日、阪神が優勝して凄かったですね。18年ぶりですから、騒ぐのは当然ですね。前の時の監督は吉田監督、今回は星野監督、就任二年目で、最下位のチームを優勝に導くのはやはり名監督なんでしょうか。名監督と言えば、高校野球で夏の大会に優勝した常総学院の木内監督も確か７0余歳でチームを優勝に導いた名監督と言われました。ずっと昔には東京オリンピックのバレーボールの大松監督も有名でした。個人競技では早稲田のマラソンの中村監督も有名でした。マラソンと言えば小出監督を忘れてはいけないでしょう。

スポーツには、必ず監督、コーチが居ます。毎日の練習、限界までのウエートトレーニングは、自分との戦い、忍耐との戦いと言い尽くされます。冷静にそして客観的に、そして全体的に判断し見てくれるのが監督でありコーチです。監督・コーチのいないスポーツは皆無と言って良いのではないでしょうか。

皆さんは、最近、ビジネスの世界でコーチが存在することを知っていましたか。私も知ったのはこの一年位のことです。カウンセリングとか、コンサルティングとかは、大体分かるでしょう。コーチングという言葉を皆さんはご存知ですか。1ヵ月くらい前にNHKでも紹介されました。どういう事かと申しますと、スポーツに於けるコーチと同じ役割です。経営に対して、迷いが生じた時、自分の行動が部下に理解されないと悩む時、もっと仕事がしたいが何か空回りしているように感じられた時等々、昔で言えば、酒を飲みながら親友に相談するような事を、その都度コーチにアドバイスをもらい、自ら考え、解決して行くという、何とも頼りない、このようなことを言ってはいけないのですが、人間関係が希薄になった結果、出て来た仕事かもしれません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本の大企業の○×△も採用して、管理職の業務に役立てているようです。私も、皆さんも、叩き上げで会社を作ってきた人には、よく分かりませんが、急速に広まっていることは確かです。　　

いつかコーチングの専門家に話を聞いて見たいと思っております。ちょっとした雑談でしたこれで終わります。有難う御座いました。

幹事報告

[image: image2.jpg]A%




幹事　大田靖彦
· 例会変更のお知らせ

越谷東ロータリークラブから９月２５日(木)の例会が９月３０日(火)に越谷ロータリークラブとの合同例会に変更になりました。場所はラ・ポーレだそうです。

· 会員名簿の確認について

第五グループ全体で会員名簿を発行することになりました。確認の為に回覧をいたしておりますので変更のある方はお申し出下さい。

· ライラの研修セミナー参加について

１０月１日から３日まで埼玉県青少年野外センターにてライラ研修セミナーが開催されますので是非ご参加下さい。

3分間ロータリー情報
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情報委員会　長谷川信也会員

ロータリーの友９月号を読んで気になった記事を紹介します。

大阪平野のクラブでは、慶弔表彰内規を改訂しました。今までの申し合わせ事項、慶弔・見舞い・弔慰の三種類でしたが、これに功労・在籍表彰の二種類を追加し、五種類としました。功労者表彰については、３０年在籍者に感謝状とロータリーメダル(金)、２５年在籍者に感謝状とロータリーメダル(銀)、２０年在籍者に感謝状とロータリーメダル(銅)を贈呈してます。私もロータリーに入会して１年半たちますがやはりロータリー活動を３０年もやることは、大変なことだと思いこの記事を選びました。
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奥　司会者　若海 会場運営委員長
前　ＳＡＡ　石井 知章委員長
インターアクト活動報告
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インターアクト活動報告

増田新世代・インターアクト委員長の紹介で獨協埼玉高校インターアクトクラブの生徒紹介があり一人一人の活動報告がありました。
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獨協埼玉高校インターアクトクラブ

宮本 康貴　君
僕がインターアクトに参加したのは去年の今頃からでした。ちょうどその頃にあしなが募金があり二日間参加したのですが、笑顔で募金してくれる人、無言で通り過ぎる人、文句を言ってくる人、いろいろな人間がいるなあと感じました。その後、障害者の方々のクリスマス会がありましてそれには前から参加していましたが改めて積極的に参加しなければと感じました。今年に入りまして職場体験というものを増田さんのところでさせて頂きましたが、皆さん朝早くから大変な仕事をされているなあと感じました。私の活動回数は少ないのですが全国的に見ますと皆さん精力的に活動されていて私達も頑張らなければいけないと感じています。話が少しずれますが私は洋楽が好きでよく聞いているのですが、私も日本人ですから聞いた瞬間に彼らが何を言っているのが解らないのですが、これも英語を一生懸命勉強した人でないと解らないのです。先日、電車に乗っていると向かい側の席で手話で会話をしている人達を見かけました。彼らは手の小さな動きで笑い合ったり、納得しあったりしていました。僕たちも手話を勉強していかなければと思います。耳が聞こえない人同士や、目が見えない人同士だけのコミュニケーションではなく私たち健常者も力を貸せるような、又、積極的にコミュニケーションがとれるような環境を作って行きたいと思っています。インターアクトを通じて取り組んで行きたいと思っています。又、地方でそういう活動がありましたら取り組んで行こうと思っています。私も手話の本を買って勉強して行きたいと考えております。今日はお招き頂きましてありがとうございました。
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獨協埼玉高校インターアクトクラブ

高橋 友康　君

私がインターアクトクラブに入会したのは昨年の８月からでした。それまで他のクラブに在籍していたのですが佐藤くんの薦めもあり入会しました。私は小学校、中学校とボランティア活動に比較的縁がありました。具体的には、母の知り合いに耳の不自由な方がおりまして母を通じて手話を教わった事とか、中学時代にはＶＣＫという委員会活動を通じまして学校周辺の清掃とか缶拾いとかの活動をしてきました。今回、募金活動とか職場体験とかをさせて頂きましたり、あしながフリーウォークや学校の交換留学生を紹介するイベントを開催したり、韓国研修にも参加させて頂きました。私は、将来小説家になりたいという夢を持っています。そのきっかけは何冊かの小説を読んだ中で特に「五体不満足」という小説に感銘を受けました。いろいろな障害を持っている人が健常者と同じような生活を送れるようなバリアフリーというものに共感を感じまして、将来、小説を書けるようになったらバリアフリーをテーマにした小説、もう一つは韓国研修をテーマにして書いてみようかと思っています。最近社会的なマナーを守らない人達が多く見受けられます。ボランティア活動は道徳心と公共心の上に成り立っていると私は考えています。ボランティア活動というものを世の中に広めて行くことが社会的にも良くなるのではと考えています。
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獨協埼玉高校インターアクトクラブ

佐藤 圭吾　君

私がインターアクトに入ったきっかけは、去年の５月に友人に「男一人ではさみしいからインターアクトに入らないか」と誘われまして入りました。その後、あしなが募金等の活動を行い去年は充実した一年でした。今年に入って韓国研修、あしなが募金がありましてその後、幸手市でインターアクトの年次大会がありまして、その分科会でボランティア活動について話し合いをした中でそれぞれボランティアに対する様々な考え方があるのだと知りました。私も夏休みに宮本君と一緒に増田さんのところで職場体験をさせて頂きました。朝が早くて、体力も必要な仕事でしたので大変だったのですが、充実した貴重な経験をさせて頂きました。今、私達は文化祭の準備をしているところです。今週の土曜、日曜に開催しますので是非皆様もお越し下さい。インターアクトクラブのボランティア活動の内容とかインターアクトの活動報告をテーマに展示しています。当日は展示の他に募金活動も行う計画です。夏休みのアルバイトで得たお金と合わせて寄付をしたいと考えております。今年のライラ(Rotary Youth Leadership Awards)研修にも是非参加させていただきたいと思っています。今後の予定としてあしなが募金活動を１０月に行い、その後手話の勉強会を行って行きたいと考えております。又、せんげん台駅の近くにある「りんごの木」というフリースクールとの交流会を計画しております。
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木村直前会長からロータリーの友９月号に掲載された福岡県立門司北高等学校の桐原栄子さんによる「ボランティアの意味」という論文の内容が紹介されました。ボランティアの語源は「洋服の裏地に縫い付けてある予備のボタン」だそうです。

詳細はロータリーの友９月号２０ページ｢ボランティアの意味｣をご一読下さい。
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行事報告
９月１７日（水）午後６時から「なかよし」に於いて入会５年未満の会員を対象に新人研修会が情報委員会主催により開催されました。
[image: image11.jpg]



出席報告

会員数　　　５１名

出席免除　　　４名

出席者　　　２６名

欠席者　　　２０名

出席率　５５．３％
四つのテスト

実行はこれに照らしてから

1 真実かどうか

2 みんなに公平か

3 好意と友情を深めるか

4 みんなのためになるかどうか




次回例会予告


平成15年10月1日


結婚・誕生祝い


四つのテスト


3分間ロータリー情報


第4回クラブ協議会





第１３４８回例会記録　　Ｎｏ．１０


平成１５年９月１７日


司会：若海 兵馬


編集：石川 輝次





会次第


点鐘


ロータリーソング


（それでこそロータリー）


３、会長挨拶


４、幹事報告


５、インターアクト活動報告


６、終鐘








例会日：毎週水曜日　１２：３０～１３：３０　　　　　　　　 　　 会長： 小林　操


例会場：越谷市千間台東１－１－６		  　　　　　　 　 副会長：今野 忠雄


　　　　クオレ千間台　２Ｆ			　　　　　　　　　幹事：太田 靖彦


TEL　０４８ （９７５）９８９８		　　　　　　　　　会報委員長：石川 輝次


FAX  ０４８  (９７７) ３７４１  


創立：１９７６年５月１１日
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越谷北ロータリークラブ　
２００３－０４　小林操会長提言　　　　　　「原点に帰り、ロータリアンらしくあれ！」
ホームページアドレス　http://www.koshigaya-n.rc.jp
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